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	応用
	抗原情報
	背景
	β-1,4-N-アセチルガラクトサミニルトランスフェラーゼ1（B4GALNT1）ヒトGM2およびGD2ガングリオシドは、シアリン酸含有スフィンゴ糖脂質です。GalNAc-Tは、G(M2)およびG(D2)スフィンゴ糖脂質の生合成に関与する酵素です。GalNAc-Tは、β-1,4結合を介してGalNAcをG(M3)およびG(D3)に転移する反応を触媒し、それぞれG(M2)およびG(D2)を合成します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見出されています。 [RefSeq提供、2013年2月],触媒活性:UDP-N-アセチル-D-ガラクトサミン + 1-O-(O-(N-アセチル-α-ニューラミノシル)-(2->3)-O-β-D-ガラクトピラノシル-(1->4)-β-D-グルコピラノシル)-セラミド = UDP + 1-O-(O-2-(アセチルアミノ)-2-デオキシ-β-D-ガラクトピラノシル-(1->4)-O-(N-アセチル-α-ニューラミノシル-(2->3))-O-β-D-ガラクトピラノシル-(1->4)-β-D-グルコピラノシル)-セラミド,機能:ガングリオシドGM2、GD2、GA2の生合成に関与,オンライン情報:Beta-1,4 N-アセチルガラクトサミニルトランスフェラーゼ 1、オンライン情報:GlycoGene データベース、経路:タンパク質修飾; タンパク質グリコシル化、類似性:グリコシルトランスフェラーゼ 2 ファミリーに属します。、サブユニット:ホモ二量体; ジスルフィド結合、
	研究分野
	スフィンゴ糖脂質の生合成;
	画像データ
	

	B4GALNT1 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	GM2/GD2合成酵素ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

